
　柔道部の３年生二瓶倫さん（小野中卒）が、第64回福島県高等学校体育大会
柔道競技の男子個人戦73㎏級で３位に入賞しました。
　東北大会の出場権を勝ち取った二瓶さんに、県大会の感想と東北大会の抱
負を聞きました。
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　小野高校では、さまざまな科目で実習を伴う授業を行っています。
　産業技術系列では５月17日に小野高水田で２・３年生が田植え
実習を行いました。指導を受けながら生徒一人ひとりが田植え機
を操縦し、水田一面に苗を植えました。これからも実習を通して、
農業に関する専門的な知識や技術を学んでいきます。
　また福祉教養系列では社会福祉施設現場実習を行っています。
６月には特別養護老人ホームこまち荘とグループホームさくらん
ぼの職員、利用者の方々にご協力いただき、介護職員の仕事内容
や役割に理解を深めました。９月以降も町内の各施設で実習を予
定しています。
　今後も機会があればほかの実習についても紹介していきたいと
思います。

　今回の準々決勝では、東北大会の出場権がかかっていました。「この試
合だけは絶対に勝つ」という気持ちで臨みましたが、対戦相手も同じ気持
ちだったと思います。延長戦にまでもつれ、実力的にもほとんど差のな
い相手でした。ぎりぎりの戦いでしたが、攻める気持ちを最後まで切ら
さずにいられたことが勝因だったと思います。
　東北大会に出られるようになったことはとてもうれしかったのですが、
次の準決勝では技をかけようとした一瞬の油断を突かれ、負けてしまい
ました。正直なところ、うれしい気持ちよりも、悔しい気持ちのほうが
強く残る大会でした。
　私は周囲の影響で柔道を始めたのですが、その頃は負けてばかりでし
た。負けるのがとても悔しくて、その悔しさが原動力になってここまで
来ることができたのだと思っています。だから今大会の悔しさがばねに
なって、もっと強くなることができると思っています。
　東北大会は６月23日、24日に盛岡市で開催されます。練習できる時間
はわずかですが、日々目標を掲げて練習していきたいです。特に組み手
練習に力を入れて、試合では自分の力をすべて出し切り、一試合でも多
く勝ちたいです。応援、よろしくお願いします。
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